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令和６年３月４日 

                    公益社団法人 自衛隊家族会                    

東京都自衛隊家族会 

会  長   森山 尚直 

                             

令 和 ６ 年 ３ 月 「 月 報 」 

＜会長挨拶＞  

寒暖の差の大きい日々が続いておりますが、皆様には恙なくお過ごしのことと拝察いた

します。今年の花粉の飛び始めは、早くなっているとの報道もあります。花粉症の方には、

つらい時期の到来と思いますが、お気をつけてお過ごしください。 

1月1日に発生した能登半島地震では、現在も多くの被災者が避難所生活を続いており、  

自衛隊の災害派遣活動も続いております。この際、入浴支援での第 1 師団からの派遣も続

いております。一日でも早い被災地の復興を祈念し、また自衛隊の皆様の支援活動に心よ

り感謝申し上げます。 

この様な中、３月に自衛隊の定期異動が行われますが、３月１８日付で平成２９年８月

から東自隊家族会をご担当して頂いている東京地本渉外班の担当者が、地本の任務を終え

て、第２高射特科群（松戸駐屯地）にご栄転されることになりました。６年８カ月の長期

にわたり、ご支援を頂き、心より感謝申し上げるところです。なお、３月１４日に東自家

族会長から感謝状をお渡しいたします。 

  さて、令和５年度の年度末を迎え、自衛隊員の募集は最終の段階となりました。３月９

日・１０日には東京地本主催のリモートでの入隊・入校予定者説明会が開催されます。 

森山も東自家族会長として出演し、激励の言葉を述べさせていただきます。各地区会にあ

っては、区市町村での入隊・入校説明会での激励を宜しくお願い致します。 

今年の東京都からの入隊・入校予定者は、昨年度を下回ったとお聞きしました。まさに

国家の宝として自衛隊に入隊・入校される少数精鋭の皆様には、元気にご活躍頂きたいと

思っています。また多くの保護者の方々が、我々と共に自衛隊家族会の会員として、活動

して頂くことを願っております。 

会員の皆様の引き続きのご理解とご協力をお願い致します。 

 

＜東自家族会の活動＞ 

 

１ 令和６年２月の活動 

（１） 東部方面隊創立６４周年記念行事 

令和６年２月２４日（土）朝霞駐屯地で 創

隊６４周年の記念式典と祝賀会が開催され、森

山会長が出席致しました。東部方面総監の冨樫

勇一陸将は、式辞等において、我々東部方面隊

が、その任務を遂行できているのは、家族の支

えも含めた多くの方々のお陰であり、戦後最も

厳しい環境にあっても我々は、引き続きその任

務を完遂して参ります。引き続きのご支援を賜

りたいと述べました。 
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（２） 第３回地区協議会長等意見交換会 

令和６年２月２５日（日）１３：３０～１６：５０まで、東京地本本部会議室で、

第３回地区協議会長意見交換会を開催し、４月２０日に実施する理事会での審議事項

（令和６年度の事業計画、令和６年度の収支予算書など）について、意見交換を行い

ました。 

                             

２ ３月以降の主な事業・行事 

（１） 東京都の隊員家族の支援に対する協力に関する協定書の締結 

３月 7 日（木）練馬駐屯地において、陸上自衛隊の東京都所在部隊の主導業務隊で

ある練馬駐屯地業務隊（甲）と東自家族会（乙）及び東京都隊友会（丙）とで協定書

の締結行事を行います。 

この協定の陸上自衛隊の関係部隊等（甲）は、陸上自衛隊中央業務支援隊、同小平

学校、同衛生学校、同教育訓練研究本部、同補給統制本部、練馬駐屯地業務隊、東立

川駐屯地業務隊、立川駐屯地業務隊、自衛隊東京地方協力本部、陸上自衛隊関東補給

処用賀支処となっています。 

なお、協定の「関係の強化」の項目において、「主導業務隊は、隊員家族の支援に

対する協力の実効性向上及び関係強化を図るため会同等を行うとともに、担当業務隊

等は適時に訓練を行い、関係強化に努める。このため甲は、乙及び丙が隊員家族の支

援を行うにあたり、可能な範囲で便宜を図るものとする」とされています。 

 

（２） 東京地本主催の令和５年度入隊入校予定者激励会（リモートで実施） 

令和６年３月９日（土）と１０日（日）に激励録画を YouTube（ﾕｰﾁｭｰﾌﾞ）でご覧い

ただけます。 

    森山会長も出席致します。 

  

（３） 令和６年度 第１回理事会 

令和６年４月２０日（土）１３：３０～ 東京地本本部会議室 

議題：令和６年度定期総会の議事内容 

 

（４） 令和６年度 定期総会等 

令和６年５月２６日（日） 

総会：     １３：３０～ 東京地本本部会議室 

          防衛講演会：  １６：００～ グランドヒル市ヶ谷 

           講師は、元航空教育集団司令官の荒木淳一元空将です。 

          懇親会：    １７：２０～ グランドヒル市ヶ谷 
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３ その他 

（１） 近郊の自衛隊のイベント情報（各部隊などのホームページより） 

  〇 朝霞駐屯地一般開放 

    令和６年３月３１日（日）09:30～15:00 

（入門は１４：３０迄） 

    陸上自衛隊朝霞駐屯地（東京都練馬区） 

    連絡先 朝霞駐屯地広報班 

０４８－４６０－１７１１(代表) 内線４４４３ 

   〇 練馬駐屯地創立６２周年・第１師団創立７３周年記念行事 

令和６年４月７日（日）練馬駐屯地 

連絡先：第１師団司令部総務課広報班 

 電話：03-3933-1161（内線 2151） 

詳細については ＜第１師団ＨＰ＞ を 

ご確認ください｡ 

   〇 下志津駐屯地創立６９周年記念行事 

     令和６年４月２０日（土） 

     下志津駐屯地（千葉市） 

     連絡先 陸自高射学校広報室 電話：043-422-0221（内線 471） 

詳細については ＜高射学校ＨＰ＞ をご確認ください｡ 

 

 

（２） 東京地本のホームページ等より 

トッカグンさんの YouTube で府中分駐所の所員と世田谷募集案

内所の所員が陸海空の違いを紹介したよ♪ 

全９話ぜひ見てね！トッカグン YouTubeチャンネル 

 https://youtube.com/shorts/oqKIWyfMmt8 

（陸上自衛隊は半長靴、海上自衛隊は安全靴、航空自衛隊は編

上靴とのことです。） 

 

（３） 防衛情報紙「おやばと」について 

自衛隊家族会の防衛情報紙「おやばと」について、今月からシリーズで掲載いたし

ます。 

おやばとの創刊 

令和４（２０２２）年８月１５日号は、「おやばと」５００号と

なりました。次にお手元に届く令和６年（２０２４）年３月１５日

号は、５１９号となります。さかのぼって「おやばと」創刊号は、

昭和５３（１９７８）年５月１０日です。当時は、社団法人全国自

衛隊父兄会の時代です。 

「おやばと」の名前は、創刊にあわせて命名されています。月刊

の発行となったのは、昭和５７（１９８２）年１０月１日号から

で、当初は年４回の発刊、昭和５６（１９８１）年度からは年６回

の発刊でした。 

https://www.mod.go.jp/gsdf/eae/1d/
https://www.mod.go.jp/gsdf/eae/1d/
https://www.mod.go.jp/gsdf/aasch/aaspr-hp/
https://twitter.com/hashtag/%E3%83%88%E3%83%83%E3%82%AB%E3%82%B0%E3%83%B3?src=hashtag_click
https://twitter.com/hashtag/%E5%BA%9C%E4%B8%AD%E5%88%86%E9%A7%90%E6%89%80?src=hashtag_click
https://twitter.com/hashtag/%E4%B8%96%E7%94%B0%E8%B0%B7%E5%8B%9F%E9%9B%86%E6%A1%88%E5%86%85%E6%89%80?src=hashtag_click
https://twitter.com/hashtag/%E4%B8%96%E7%94%B0%E8%B0%B7%E5%8B%9F%E9%9B%86%E6%A1%88%E5%86%85%E6%89%80?src=hashtag_click
https://t.co/Th1uMTHDZY
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＜地区協議会だより＞ 

〇 城南地区協議会 

２月５日に城南地区協議会は城南地区隊の

お世話により協議 会研修として、城南地区

募連協の皆様と練馬駐屯地の見学会に参加い

たしました。当日は午後から雪の予報にも拘

わらず、１８名の方にご参加頂き第１普通科

連隊の実戦形式の訓練検閲を拝見いたしまし

た。 

訓練内容は武装した暴徒により占拠された

建物を奪還し、捕虜となっている民間人 を

救出するという内容でした。屋外では小隊ご

とに突入する様を間近で見学し、一方指揮所ではバトラーといわれるレーザー感知式の

模擬戦闘装置を取り付けた隊員が、徐々に建物を制圧していく様子をモニター等で確認

しました。佐藤連隊長を始め第１普通科連隊の皆様には訓練の状況を詳細にご説明頂き、

自衛隊の平素の訓練の一端を垣間見ることができ、大変意義深い研修会となりました。 

 

〇 城北地区協議会 〇 城東地区協議会 ○ 三多摩地区協議会 

 

 

 

 

 

＜東京地本からの連絡事項＞ 

〇 地本家族会担当者の交代について 

現家族会担当者は、３月の定期異動に伴い３月１８日付で、第２高射特科群（松戸駐  

屯地）へ異動となりました。約６年半の在籍期間中、家族会の皆様には、ご支援・ご協

力を賜り心から感謝申し上げます。  

東京都自衛隊家族会の益々の御発展と会員皆様のご健勝とご多幸をお祈り申し上げま

す。後任家族会担当者は、３月１８日付で家族会の担当となります。宜しくお願い申し

あげます。 

 

 

 

 

〒162-8850 東京都新宿区市谷本村町 10番 1号 

自衛隊東京地方協力本部 東京都自衛隊家族会連絡所  

                  TEL 03-5228-7833 （FAX同時切替） 
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東京都自衛隊家族会賛助会員のご紹介（登録順） 

 

参議院議員 

佐藤 正久 様 

昭島ガス株式会社 代表取締役 

平畑 文興 様 

衆議院議員 

松原  仁 様 

衆議院議員 

長島 昭久 様 

柴田法務会計事務所 

柴田 純一 様 

衆議院議員 

松本 洋平 様 

衆議院議員 

小田原 潔 様 

衆議院議員 

山田 美樹 様 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


